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１．見直しの目的
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伊勢市水道事業ビジョン（平成３１年３月策定）
目的：水道事業が抱える課題に対して中長期的な視点で対応するため。

計画期間：令和元年度から令和１０年度まで

伊勢市水道事業ビジョン（中間見直し）
計画の中間年度を迎え、策定時から水道事業を取り巻く環境もさらに
厳しく変化していることから、フォローアップによる検証及び今後の取組

や財政収支等の見直しを行う。



２．現状の評価
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戦略的業務指標

令和５年度中間目標に対し
・達成見込み ４項目 （基幹管路の耐震化率、経常収支比率等）
・未達成見込み ６項目 （漏水率、管路の耐震化率等）

(ビジョンＰ２-13)
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３．見直しの内容
（１） 主な取組事項 (ビジョンＰ５-２)



（１） 主な取組事項

３．見直しの内容
(ビジョンＰ６-1～６-３)

① 水道施設の最適化
〇施設運用・規模の最適化

・五十鈴川水源地の更新（約４億円）
浄水池の新設 等

〇老朽管の更新（約２５億円）
漏水事故のリスクが高い老朽管を、最適な
口径にて布設替

・中須水源地の更新に伴う調査・設計（約１億円）
浄水池の適正容量の検討

五十鈴川水源地
中村町

中須水源地
中須町

老朽管撤去状況
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（１） 主な取組事項

３．見直しの内容
(ビジョンＰ６-４)

〇水道施設の点検と維持・修繕体制の強化（約１億円）

和歌山市六十谷水管橋崩落事故写真

（Ｒ４厚生労働省全国水道担当者会議資料）

令和３年10月に発生した和歌山市六十谷水管橋崩落事故を受け、水道
法施行規則第17条の２が改正され（Ｒ６．４．１施行予定）、また、厚生労働
省が「水道施設の点検を含む維持・修繕に関するガイドライン」を改訂しま
した。
このガイドラインに基づき水管橋を中心とした水道施設の点検・維持・修
繕の強化に取り組みます。

宮川水管橋

新規
① 水道施設の最適化
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（１） 主な取組事項

３．見直しの内容
(ビジョンＰ６-５)

〇広域連携の推進
令和５年３月、県が「三重県水道広域化推進プラン」を策定。
このプランに基づき、三重県水道基盤強化協議会において、広域連携
に取り組み、経費削減・事務の効率化を図ります。

※具体的な取組
・営業業務の共同化
・水道メーターの共同購入
・水質検査業務の共同委託
・施設の共同設置・共同利用

② 運営基盤の強化

料金課窓口
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（１） 主な取組事項

３．見直しの内容
(ビジョンＰ６-11～６-13）

③ 耐震化の推進
〇基幹・災害時重要給水施設管路の耐震化
重要給水施設へのルートを耐震化（約１１億円）
（補助率：事業費の1/4）

災害時重要給水施設
・災害時活動拠点
新上下水道事務所
県営伊勢サンアリーナ等

・基幹病院等
伊勢赤十字病院
市立伊勢総合病院 等

・福祉避難所
・避難所

災害時活動拠点
基幹病院等

避難所

福祉避難所

配水池
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（１） 主な取組事項

３．見直しの内容
(ビジョンＰ６-14)

上下水道部庁舎の建設（約６．７億円）
現在の事務所がある二見総合支所は、津波浸水・土砂災害などの災害リス
クが高く、また、水源係が事務を行う中須水源地も河川洪水リスクが高い。
業務継続（ＢＣＰ）の観点から、ライフライン事業者として被災後直ちに応急復
旧・応急給水業務などを行うため、小俣浄化センター跡地に新たに上下水道部
庁舎を建設します。（令和８年１月業務開始予定）

移転先庁舎建設予定地

④ 応急対策の充実
〇応急復旧給水体制の構築
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（１） 主な取組事項

３．見直しの内容
(ビジョンＰ６-15)

⑤ 災害対策の強化

〇水道施設の耐水化対策（約１億円）
広島県を中心に西日本で発生した平

成30年７月豪雨では、水道施設内の電
気設備等が浸水し、断水が発生。伊勢
市においても浸水リスクのある水道施設
の耐水化対策を行います。
・中須水源地
・宮前第２水源地 等

〇水道施設の土砂災害対策（約１億円）
土砂災害の危険性がある水道施設に対
策を行います。
・宮川配水池 等

耐水化対策事例

土砂災害対策事例

新規

止水壁 防水扉

土石流入防止壁 法面保護工
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（１） 主な取組事項

３．見直しの内容
(ビジョンＰ６-15)

⑤ 災害対策の強化
〇緊急時バイパス管の整備（約１億円）

災害時に水道管が破損した場合でも、最低限の配水を確保するため、バ
イパス管の整備を行います。

新規

南勢水道の水道管

南勢水道調整池

伊勢市の水道管

バイパス管

伊勢市配水池
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（２） 財政収支計画

３．見直しの内容

新たな水需要予測や資材価格及び電気料金等高騰への対応、施設整備計画の見直
し等に基づき、財政収支計画を見直しました。

新たな水需要予測

資材価格高騰

電気料金高騰

厚労省ガイドライン改訂

施設整備計画の見直し

労務費高騰

給水収益

建設改良費

維持管理費・受水費

委託費・維持管理費・建設改良費

委託費・維持管理費

建設改良費・建設改良財源
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見直しの要因 影響を受ける項目



（２） 財政収支計画

見直しの内容

主な項目の比較（Ｒ６～10の５年間）

項目 見直し前 ① 見直し後 ② 比較 ②－①

給水収益 １０，６２８ １０，５９７ ▲３１

委託費 １，１２４ １，３５７ ２３３

維持管理費 ５２０ ９１８ ３９８

受水費 ２，８１０ ２，９２２ １１２

建設改良費 ７，１８０ ８，７１２ １，５３２

企業債借入額 ２，５５３ ２，８４６ ２９３

企業債残高（Ｒ１０末） ６，３１４ ６，４９５ １８１

（単位：百万円）

-13-



（２） 財政収支計画

３．見直しの内容
(ビジョンＰ７-４)

〇人口減少に伴い給水収益が減少
単年度損益が悪化

〇委託費・維持管理費・受水費が増加
〇令和９年度以降、単年度欠損金が発生
〇令和８年度以降、料金回収率が１００％を下回る

-14-



（２） 財政収支計画

３．見直しの内容
(ビジョンＰ７-５)

〇内部留保資金の最低ラインを２億円と設定
〇企業債の借入額は最小限に抑える
〇令和１０年度末の企業債残高は約６５億円
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（２） 財政収支計画

３．見直しの内容
(ビジョンＰ７-４)

健全で安定した事業経営を行っていくために、単年度欠損金の発生が見込まれる年
度に損失解消のため水道料金改定の検討を行う必要があります。

純利益について

計画期間における収益的収支
令和８年度（2026年度）までは利益を確保
令和８年度（2026年度）以降、料金回収率が100％を下回る
令和９年度（2027年度）以降、損失が発生する。

経営の基本原則

◆企業の経済性を発揮するとともに、公共の福祉を増進するよう運営

独立採算の原則

◆必要な経費 → 経営に伴う収入（水道料金）をもって充てなければならない

◆水道料金をもって充てることができない経費 → 一般会計等からの繰入金等

水道料金の原則

◆水道料金は公正妥当なもので、適正な原価を基礎とし、健全な運営を確保することができるもの

◆特定の者に対して、不当な差別取り扱いをしない。
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（３） 戦略的業務指標

３．見直しの内容
(ビジョンＰ８-２)

（全10項目中、見直しを行った項目）

これまでの振り返りと今後の取組に基づき、令和10年度の戦略的業務指標を見直しました。

項目 見直し前 見直し後 比較

施設利用率 ４８．９％ ４９．６％ ０．７％

漏水率 ７．０％ １０．２％ ３．２％

有効率 ９３．０％ ８９．８％ ▲３．２％

管路更新率 １．４０％ １．００％ ▲０．４０％

配水池の耐震化率 １００．０％ ９０．４％ ▲９．６％

管路の耐震化率 ２９．９％ ２７．３％ ▲２．６％

基幹管路の耐震化率 ４７．３％ ４８．４％ １．１％

〇施設利用率及び基幹管路の耐震化率以外は下方修正
〇漏水率及び有効率 → 令和元年度に判明した流量計故障が要因
〇配水池の耐震化率 → 未完成や対策検討中のものがあるため
〇管路更新率及び管路の耐震化率
→ 計画期間中、管口径の大きい基幹管路を中心に更新を実施するため
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４．令和11年度以降の財政収支の見通し

令和11年度以降の財政収支

シミュレーション結果
・令和11年度以降、純損失が続く
・令和11年度以降、資金不足が生じる

前提条件
令和11年度から20年度までの10年間
現行の料金体系
現計画における企業債借入率

料金改定財政シミュレーション結果
独立採算の原則（純利益を確保）のもと、資金不足を解消（内部留保資金を
約２億円確保）するため、料金改定財政シミュレーションを行った結果、
給水収益を令和11年度から約24％、令和16年度から約９％増収とする
料金改定が必要になります。

(ビジョンＰ７-６、７-７)
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５．今後のスケジュール

令和５年８月25日～１０月中旬 〈上下水道事業審議会〉
・水道事業ビジョンの見直しについて

(諮問・審議)

令和５年１１月下旬 〈産業建設委員協議会〉
・水道事業ビジョンの見直しについて

(協議)

令和５年１２月 《パブリックコメント》
・水道事業ビジョンの見直しについて

令和６年１月上旬 〈上下水道事業審議会〉
・水道事業ビジョンの見直しについて

(審議)

令和６年２月上旬 〈産業建設委員協議会〉
・水道事業ビジョンの見直しについて

(報告)

令和６年３月 策定・公表
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伊勢市上水道課

ご清聴ありがとうございました

「伊勢市水道事業ビジョン
見直しについて」


